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【内容】第５学年社会科「情報を生かすわたしたち」 

【使用アプリ】Jamboard、ロイロノート 

【事例紹介】  

インターネットに関するトラブルの経験を出し合い、未然に防ぐ方法や解決策について話し

合いました。経験を共有するためのツールとして、「Google Jamboard」を活用しました。

同時進行で経験を出し合って共有したり、種類によって整理したりでき、効率的に話合いを進

めることができました。トラブルへの対処についての話合いでは、既習事項を振り返りながら、

グループで積極的な討議が行われました。話合いの結果は、ロイロノートでまとめました。 

 

まとめとして、デジタル・シティズンシップ教

育の視点から「立ち止まる、考える、相談する」の

三つのステップの確認を行いました。 

【終わりに】 

インターネットに関するトラブルは、すでに児童にとって身近な問題となっています。実

際に経験したことを出し合い、それにどう対応するか話し合うことで、情報化社会の中で主

体的に生きようとする態度につながったと思います。今後も、デジタル・シティズンシップ

教育の視点を意識しながら指導方法を工夫していきます。 
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＜インターネットに関するトラブル＞ ＜話合い＞ 

デジタル社会でより良く生きる児童の育成 

＜３つのステップ＞ 

 ☆教育委員会指導主事より☆ 
 インターネット上のトラブルと現実世界のトラブルは共通点もあれば、相違点もあります。出来事を確認し、自己を
振り返り、相手の立場に寄り添い、他者を思いやる心情を育み、行動化につなげるといった根本の部分はどちらの
世界でも重要です。しかし、その具体的な中身にはインターネット特有の側面が存在します。学校で表面化するトラ
ブルのうち、インターネットに起因するものの割合が高くなっているのは事実です。だからこそ、情報活用能力を育む
取組として、インターネット上のトラブルを扱う題材も積極的に取り入れてください。 


